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１．淡海の川づくりフォーラムの概要

淡海の川づくりフォーラムでは、“川やびわ湖、水辺と共生する暮らし”、“川やびわ湖、水辺と私たちの

いい関係”を探るため、公開選考方式のワークショップを通じて、川やびわ湖、水辺にまつわる活動を実

践されている皆さんとともに議論を深めます。 

 

 日時 ： 令和 7 年（2025 年）12 月 21 日(日) 10:00～16:30 

        

 会場 ：草津市立市民総合交流センター キラリエ草津 

    （滋賀県草津市大路 2-1-35） 

 主催 ： 淡海の川づくりフォーラム実行委員会／滋賀県 

 共催 ： マザーレイクゴールズ推進委員会 

 後援 ： 滋賀県河港・砂防協会／（公財）草津市コミュニティ事業団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
淡海の川づくりフォーラムは、マザーレイクゴールズ推進委員会との

共催事業です。 

 
 

淡海の川づくりフォーラムは、滋賀県流域治水条例第 34 条に基づく県民相互の

連携の支援事業です。 
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２．大会プログラム 

 
時間 内  容 

 9:15 ○受付                                      

10:00 

❘ 

10:15 

○開会、ガイダンス  

 開会宣言を行い、その後１日の流れを説明します。 

10:15 

❘ 

11:15 

○全体発表      

 参加全団体による活動発表（発表時間各 3 分） 

11:15 

❘ 

11:20 

各会場へ移動 

11:20 

❘ 

12:20 

○テーブル選考  

1）3 つのグループ（テーブル）に分かれます。 

2)発表者と選考員とで議論を深め、全体討論に推薦する“いち押し”の活動を選考し

ます。（テーブルごとに 2 団体） 

3)ここで推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。 

12:20 

❘ 

12:25 

全体会場へ移動 

12:25 

❘ 

12:35 

○テーブル選考結果報告・推薦団体発表   

各テーブルから推薦された団体（計 6 団体）を発表します。 

12:35 

❘ 

13:20 

 

○お昼休憩 

 

13:20 

❘ 

13:50 

○復活選考（ポスターセッション） 

・参加者全員で、応援したい！活動に「応援メッセージカード」を贈ります。 

13:50 

❘ 

14:00 

 

○復活選考の結果発表 

・復活選考から全体討論に進むのは 3 団体程度です。 

 

（パネル移動・着席） 



3 
 

14:00 

❘ 

16:00 

○全体発表・全体討論 （適宜休憩をはさみます） 

1)3 分以内で活動内容を発表します。 

2)総合コーディネーター・全体討論選考員を中心に、各団体への質疑も含め、明日

からの活動の参考になるような、今年いちばん“キラリと光る活動”について、参加者

全員でさらに議論を深めていきます。 

16:00 

❘ 

16:30 

○まとめとふりかえり 

 グラフィックファシリテーション、キーワードにより、今年の淡海の川づくりフォーラムの

議論をふりかえります。 

○各賞の発表・表彰式    

1)「グランプリ」・「準グランプリ」の表彰 

2)「マザーレイクゴールズ賞」、「山紫水明賞（河港・砂防協会賞）」の表彰 

3)「応援の花咲いた賞」の表彰 

３．公開選考会の進め方・選考基準、表彰、配信について 

(1) 「公開選考会」の意味 

 淡海の川づくりフォーラムは、公開選考会という仕組みを使って、“川やびわ湖、水辺と共生する暮

らし”、“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”について考えることが目的です・・・受賞団体の選

考は、手段であって目的ではありません。 

 お互いの発表を聞き、選考員や参加の皆さんそれぞれの視点を通して、活動の「よいとこさがし」を

してください。 

 18 ページから、今回参加の皆さまの活動概要を掲載しています。ページの下側に、「よいとこ探し

キーワード メモ」の欄を設けています。ぜひ、「よいとこキーワード」をメモして、議論に参加してくだ

さい。 

 質疑応答や討論時間を使って行われる「よいとこさがし」は、“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関

係”について考えを深める時間です。 

 

(2) 公開選考会の進め方について 

 選考会は、全体発表→テーブル選考→復活選考→全体討論(公開討論会)→表彰の順番で進めて

いきます。 

 全体発表は、参加団体が一堂に会して、日ごろの取り組みを発表します。全体発表は１団体３分と

し、質疑は行いません。 

 テーブル選考は３テーブルあり、１テーブルにつき５または６団体に分かれ、全体発表で語りきれな

かった部分の説明や質疑を通じて、それぞれの活動について理解を深めます。発表者とテーブル

選考員とで議論を深め、全体討論に推薦する“イチ押し”の活動を選考します。（テーブル毎に２団

体） 

 全体討論選考員、一般参加の方は、テーブル選考の時間は各テーブル間を自由に移動できます。 
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 テーブル選考で推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。復活選考では、選考員が会場

内に掲示された各団体のパネルを見て回りますので、時間内で自由に選考員に活動内容をアピー

ルしてください。復活選考から全体討論に進むのは３団体程度です。 

 全体選考に進んだ団体は、午後からの全体討論で再度、各団体３分以内で活動内容を発表してい

ただきます。（午前の発表内容と同じでも結構ですし、午前に言い残したことやテーブル選考等で

反応のあった内容でも結構です。） 

 総合コーディネーター・全体討論選考員を中心に、各団体への質疑を含め、明日からの活動の参

考になるような、今年いちばん“キラリと光る活動”について、参加者全員でさらに議論を深めてい

きます。 

 選考員は、自らも発表者から情報を得たり、学んだりする姿勢を持ちながら参加者と一緒に“川や

びわ湖、水辺と私たちの共生”、“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”とは何かを探求する立場

にあります。議論や選考は、後戻りや批判をすることなく、創造的に深めていくことを心がけてくだ

さい。 

 「グラフィックファシリテーション」「ホワイトボードレコーディング」により、「リアルタイム」で議論の

「見える化」を行います。 

 

 

(3) 選考基準 

 伝統的な文化と新しい文化が出会い融合する湖国滋賀にふさわしい“川やびわ湖、水辺と私たち

の共生”“川やびわ湖、水辺と私たちとのいい関係”を探ります。 

 内容の長所を評価する加点方式とし、短所は減点の対象としません。 

 公開選考会は、以下の４つのポイントにおいて総合評価します。 

1) 発想・着眼評価：“川やびわ湖、水辺と私たちのいい関係”をめざすための斬新な発想や着眼、

的確な視点についての評価 

例えば… 

・この発想はなかった！ 

・やれるところからやりはじめているのが、イイね！ など 
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2) 関わり評価：地域住民と水辺との豊かで良好な関わり合いについての評価 

例えば… 

・水辺が地域を元気にするね！ 

・継続は力だ！ など 

3) プロセス評価：市民・住民参加や、さまざまな分野の人たちとの協働のプロセスについての評

価 

例えば… 

・え、そんな人たちも参加しているんだ！ 

・その連携は面白い！ など 

4) 計画・技術評価：“川やびわ湖、水辺と私たちの共生”のために工夫された計画手法や採用技

術についての評価 

例えば… 

・そんなことが出来るんだ！ 

・すこしの工夫でずいぶん違うね～！ など 

  

(4) 復活選考（ポスターセッション） 

 会場内に、各団体の活動を１枚にまとめたポスターを掲示したブースを設置します。参加団体はそれ

ぞれのブースの前で参加者の皆さんに活動をＰＲしてください。 

 各団体の活動内容（ポスター）については、本プログラム P18～P49 でもご覧いただけます。 

 参加者全員に「応援メッセージカード」を 2 枚ずつお配りします。 

 ポスターや各団体のＰＲを見て、応援したい！と思われた活動に「応援メッセージカード」を贈りましょ

う！ 

 「応援メッセージカード」には一言でもメッセージを書いてください。団体の活動の励みになります。 
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 (5) 表彰 

【グランプリ・準グランプリ】 

 上記の選考基準により、審査する時点の流域・地域の情勢も踏まえ、“水辺と私たちの共生”、“水辺

と私たちのいい関係”のモデルとなる活動を選考します。 

 上記の選考基準により、仲間たちに希望を与える活動を選考します。 

【マザーレイクゴールズ賞】 

 上記の選考基準とは別の視点から、マザーレイクゴールズ（MLGs）の目指す、2030 年の持続可能

社会の実現に向けて貢献する活動を選考します。 

 テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となります。 

【山紫水明賞（河港・砂防協会賞）】 

 上記の選考基準とは別の視点から、今後の淡海のいい川づくり・いい湖づくりの(事業)推進に向け

て貢献する活動を選考します。 

 テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となります。 

【応援の花咲いた賞】 

 上記の選考基準とは別に、会場内に掲載した各団体の活動内容に対して、参加者からのメッセージ

が一番多かった団体を表彰します。 

 全ての参加団体が受賞の候補となります。 

 他の賞と重複して受賞する可能性もあります。 

 

 

(6) 配信 

YoutubeLive 配信について 

本日のフォーラム中の様子は YouTube Live で配信しております。また、後日 YouTube でアーカイ

ブとして公開する予定です。アーカイブ配信にあたり配慮が必要な方は事務局までお申し出ください。 

 

■ 配信 URL：https://youtube.com/live/3iClfT2PSsQ 

 
 
 
 
 
 
 

 
当日の配信とアーカイブは 
コチラからご覧ください。 
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４．参加団体一覧・テーブル              

テーブル グループ名 湖沼・河川・活動地域等 活動内容 

□
□
□
□
□ 

A-1 
TANAKAMI こど

も環境クラブ 
大戸川 天神川 水路 

田んぼの生き物調査、カヤネズミ調査、川の

生き物調査 

A-2 
京都産業大学現代

社会学部鈴木ゼミ 

桂川・由良川（美山川・和

知川） 
京都丹波の「あゆ」発信！ 

A-3 野洲川クリーン活動 
野洲川の落差工から河

口部まで 

野洲川河川清掃とまちのコインでの広報をか

ねたクイズ作成 

A-4 
子どもが遊べる川

づくりプロジェクト 

大宮川、吾妻川、三田川 

（大津市内） 

川の生き物調査と指標生物による川の水質

の判定、パックテストなどから、川のきれいさ

を調査する 

A-5 
田村川わくわく探検

隊 

滋賀県甲賀市土山町南

土山集落 

下流から上流にかけて歩きながら川魚の採

取・観察、ゴミ拾い、交流お茶会など 

□
□
□
□
□ 

B-1 玉一アクアリウム 

二級河川 明石川（明石

川水系） 神戸市西区玉

津町 

明石川水系の生物多様性保全活動 

B-2 後藤潤一郎 
琵琶湖・野洲川・田んぼ 

草津市集落付近 
水辺で楽しく遊びながら学んでいます 

B-3 
成安造形大学 鯉す

る伊庭っこ 

能登川町付近の瓜生川

と伊庭内湖 また、東近

江市伊庭町の水郷景観

にある水路やカワト 

企画デザインの勉強と開発。また地域のアー

トプロジェクト活動 

B-4 ぼてじゃこトラスト 

ぼてじゃこ池：大津市瀬

田、溜池：大津市大石、

新免、伊香立、用水路：

大津市羽栗、川：高島市

和田打川、琵琶湖：宮ヶ

浜 

イチモンジタナゴ繁殖・放流、魚類調査・研

究、自然体験教室 

B-５ BIWAKOTORI 彦根市 
琵琶湖の流木をアップサイクルしたバードア

スレチックや雑貨の製作 

B-６ 
滋賀県立伊香高等

学校 森の探求科 

高時川 、大浦川 、琵琶

湖 

森・川・里・琵琶湖のつながりを意識したフィ

ールド調査、探究 

●全体発表はＡ－１から順番に行います。 
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□
□
□
□
□ 

C-1 あおむしくらぶ 

十禅寺川 草津市 南笠

町、矢橋町老上小学校付

近 

生き物調査、水質チェック、ゴミ拾い、講師を
招いての勉強会、啓発活動 

C-2 
サテライトサークル 

しらみね大学村 

石川県白山市白峰地域  

(手取川流域) 
大学生による水源地域振興 

C-3 
淡海を守る釣り人

の会 

琵琶湖 、瀬田川 、宇治

川 、淀川 

湖岸や河川敷の清掃活動、水辺の小さな自

然再生、ライフジャケット着用啓発、釣り教室

など 

C-4 
小さな自然再生ネ

ットワーク 

中の井川 JR 京都線～

大宝小学校～南橋公園

まで 

1 回/月の川をあるく。2 回/年の川の生き物

調査 

C-5 
北川を遊べる川に

する有志の会 

北川水系 熊川・天増

川・椋川 

専門職の助言を得ながらバーブ工や魚道設

置に向けた準備、河川環境の改善 

計 16 団体 

 

５．テーブル別各団体活動位置図 
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６．テーブル選考 選考員プロフィール 

テーブル A 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 
竹村 光雄（たけむら みつお）／長浜まちづくり株式会社 

都市計画家／1982 年生。茨城県日立市出身。湖北長浜の濃密なローカ

リティに魅了され、それらを探究し、創造の源泉として活動する。伝統的町

家・路地・水路など都市空間の再生と、それら空間を舞台とした企画やプロ

ジェクトのマネジメントを手掛ける。 

 

（選考員） 

 

 
春藤 千之（しゅんどう ちゆき）/国土交通省近畿地方整備局 河川

環境課長 

岡山県岡山市（旧御津町）出身。兵庫県加古川市在住。 

国土交通省近畿地方整備局職員。 

勤務として由良川、加古川、揖保川、熊野川を経験。 

河川利用者として、趣味のランニング・最近は自転車を通して河川を見守っ

ています。 

 中川 和樹（なかがわ かずき）／NPO 法人芥川倶楽部 事務局員 

2004 年生 大阪府高槻市で育つ。小学生の時に自然観察会に参加した

ことがきっかけで芥川倶楽部に入会。大学生になり、現在は観察会に参加

する子どもたちに魚のとり方を教えている。昨年のいい川いい川づくりワ

ークショップでガサガサ王子として発表。趣味はタナゴ釣りとガサガサ。 

 

宮尾 陽介（みやお ようすけ）／ＮＰＯ法人まるよし 理事長 

滋賀県近江八幡市にある西の湖のほとりで生まれ育つ。公務員として環境

政策を担当していた頃、ヨシの魅力や大切さを再認識し、「ヨシの活用によ

るヨシ原の保全」を座右の銘としてヨシに関わる活動に着手。2024 年 4

月 4 日（ヨシの日）にまるよしを設立し、ヨシ原の保全にとどまらず、放置竹

林の整備やカヤック教室の開催など、幅広い事業を展開。2023 年 10 月

にＭＬＧｓ案内人に就任してからは、ヨシとＭＬＧｓについての講演を各方面

（ロータリークラブ、大学の講義、環境啓発イベントなど）で開催。地元の小学

生からは「ヨシ博士」と呼ばれている。 
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テーブル B 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 寺村 淳（てらむら じゅん）／大正大学招聘教授 

愛知県生まれ、彦根育ち。物心つく前から祖父の魚とりに同行し、鮒ずしが好物

だった。小学校の自由研究でずっと近所の川の生き物しらべをしていた。大学生

の時、伝統的な河川技術である霞堤と出会い、歴史も治水も環境も全部川でつな

がっていることに気づく。また、学生時代に新潟の水辺のまちづくりをする NPO

のスタッフをし、いろいろな世代が自由に楽しめる水辺に魅力を感じている。 

（選考員） 

 

熊木 香（くまき かおり）/特定非営利活動法人里山保全活動団体 遊林会 

河辺いきものの森 

京都府舞鶴市出身。山に囲まれた環境で育ち、毎日、身近な自然の中で遊びな

がら幼少時代を過ごした。高校卒業後は植物の生産を学ぶため大阪の園芸専門

学校に進学。その後、滋賀県のナーセリー型の樹木の生産者に 7 年間勤務。どう

してこの道を選んだのか深く考えた時期があり幼少期の自然体験が原点にあるこ

とに気付く。それ以降、子どもたちと自然に関わる仕事につきたい夢を持ちなが

ら 10 年の時が経つ。人のご縁により、2016 年から東近江市の環境学習施設

「河辺いきものの森」に事業所をおく NPO 法人 里山保全活動団体 遊林会の職

員として勤務。現在は里山保全活動に取り組みながら、その森を活用し年間を通

じて子どもたちに自然と関わる楽しさ、面白さを伝える仕事をしている。 

 

 

 

 

 

加藤 晶久（かとう あきひさ）／滋賀県土木交通部流域政策局 副局長 

滋賀県彦根市出身、大津市在住。滋賀県庁の土木技術職員として勤務。 

入庁以来、漁港、ダム、道路、水道、河川、砂防など多岐にわたるインフラ整備事

業に携わり、地域の安心・安全な暮らしを支えるとともに、環境に配慮した整備に

も力を入れてきました。 

現在は、①洪水・土砂災害などの被害軽減策 ②安定的な水資源の確保③環境

（自然・利用）との調和した流域 の３つがバランスの取れた川づくりができないか

と漠然と思案中。 

 駒井 健也（こまい たつや）／フィッシャーアーキテクト 代表／志賀町漁

業協同組合 監事／滋賀県漁業協同組合連合青壮年会 代表監事 

滋賀県立大学環境建築デザイン学科、大学院を卒業後、琵琶湖の漁師に弟子入り

し、2020 年独立。「琵琶湖の中から淡水の暮らしを届けます」という理念のも

と、琵琶湖伝統漁法エリ漁を軸にした淡水魚 30 種類ほどの販売、規格外の加工

品の開発販売、マルシェ出店、EC 販売、漁体験、琵琶湖の滞在を通じたアート作

品展示サポート等を行いながら、音声メディア「さとんちゅラジオ」、文章メディア

「100 年後に読む琵琶湖日記」のマルシェ企画運営の場づくり等を行いながら琵

琶湖と共に生きる暮らしの魅力を発信中。 
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テーブルＣ 

（テーブル・コーディネーター 兼 選考員） 

 中井 健太（なかい けんた）／合同会社 andstep 代表 
大阪府茨木市出身。2000 年 24 歳。 

大学卒業後に大阪から滋賀県長浜市に移住し合同会社 andstep を設

立。「オモシロイ教育でオモシロイ地方にする」をビジョンに教育×まちづくり

の事業を展開。 

2023 年からは長浜市駅前の高校生・大学生向けのサードプレイス

「itteki」をリーダーとして運営。若者とまちづくりをソフトとハード面から

行う。 

 

（選考員） 

 

 

 

 

森川 学（もりかわ まなぶ）／湖北農業農村振興事務所 田園振興課  
滋賀県長浜市に在住の滋賀県職員です。農業土木系職員として、平成 10

年 4 月から公務員生活を始めました。その範囲は、かんがい排水や区画整

理、農業水利施設の管理等、農業土木全般にわたります。その間、JICA の

専門家養成プログラムにてインドネシアでの派遣経験があり、また湖北環境

事務所にて 3 年間の勤務経験も持っています。その活動により、水利関連

の知識だけでなく、歴史、文化史、生活史などから見た農業土木の全体像に

ついて理解を深めてきました。滋賀県の川づくりについて、みなさんの意見

を楽しみにしております。 

 

 

中村 俊哉（なかむら としや）／NPO 法人 国際ボランティア学生協

会（IVUSA） 

大阪府出身。水環境に関心を持ち、大学・大学院では琵琶湖およびバング

ラデシュを対象に、水質調査や浄化の研究に取り組む。 

2013 年、学生時代に外来水草オオバナミズキンバイが大繁殖している

問題を知り、「学生の力で琵琶湖を守りたい」と NPO 法人国際ボランティ

ア学生協会(IVUSA)でプロジェクトを立ち上げ、仲間とともに全力で除去・

啓発活動に取り組む。 

現在は、琵琶湖・鴨川のオオバナ除去活動や MLGs 関連の取り組みを、

IVUSA の大学生(後輩)たちが楽しみながら挑戦できる事を意識しながら

サポートしている。 

 滋賀県内の多くの関係者の皆さまのご協力に支えられ、活動が継続でき

ていることに、心から感謝している 
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梅田 侑里（うめだ ゆり）／滋賀県琵琶湖環境部環境政策課 

MLGs 案内人 

滋賀県守山市出身。琵琶湖の近くで育ち、幼少期から琵琶湖に親しんで

生活してきた。2025 年度滋賀県庁に入庁。現在は、琵琶湖環境部環境政

策課に所属している。 

業務では主に「びわ湖の日」の普及啓発や環境学習の仕事を担当してお

り、びわ湖の魅力や環境保全の大切さを日々実感している。2025 年 10

月より MLGｓ案内人として個人活動を開始。 

今後は地域の環境保全や持続可能な社会の実現に向けて取り組みたい

と考えている。 

７．総合コーディネーター・全体討論 選考員 

（総合コーディネーター） 

 
 

 

青田 朋恵（あおた ともえ）／滋賀県立陶芸の森 副館長・琵琶湖シ

ステム広報大使 

京都市生まれ。 

ここ滋賀（首都圏発信拠点）所長として勤務ののち、2022 年度末に滋賀

県職員を退職。現在は、甲賀市信楽にある滋賀県立陶芸の森で副館長とし

て勤務。 

世界農業遺産に認定された「琵琶湖システム」の発信に広報大使として取

り組んでおり、湖魚の生育を育む「魚のゆりかご水田」をはじめとする農山

村地域の活性化などにも携わっています。 モットーは「食べることで琵琶

湖を守る！」 

滋賀の伝統食であるフナズシをはじめ、ビワマスなどにも目がなく、美味

しいものの噂を聞けば、県内各地、何処にでも出没します！ 

大好物の琵琶湖の恵みや近江米などの「食」と、それらに関わる地域の

方々との出会いを生涯大切にしていきたいと思っています。 

（全体討論選考員） 

 

深川 光耀（ふかがわ こうよう）／花園大学 准教授 

1980 年佐賀市生まれ。京都市在住。阪神・淡路大震災で被害を受けた、

神戸市真野地区の「住民主体のまちづくり」に学ぶ。 

民間まちづくりコンサルタント、京都市まちづくりアドバイザーを経て、現

職。京都・滋賀と地元佐賀の２地域を拠点としてまちづくりに取り組んでい

る。 

小さい頃、佐賀平野のクリークに棲む魚たちに取り憑かれる。 

最近は、佐賀市内のクリークをいかした（川を表にした）まちづくりについ

て妄想中。 
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近藤 美麻（こんどう みお）／地方独立行政法人 大阪府立環境農林

水産総合研究所 

愛知県生まれ。実家横を川が流れており、コンクリート３面張りながらも

そこに集う様々な生物を身近に感じながら過ごす。大学進学で移り住んだ

岐阜で、水田地帯の生物の豊かさに衝撃を受け、主に淡水二枚貝を対象に

水田生態系保全の研究に取り組みつつ、自然豊かな川でリフレッシュする

日々を過ごす。現在は大阪府立環農水研生物多様性センターに勤務し、府

内の水辺にすむ生物の調査研究や、生物多様性教育・普及を担当している。 

 

 

 
北村 美香（きたむら みか）／治水利水から学ぶ・楽しむ実行委員会/ 

結 creation 

京都市生まれ。学生時代の遊び場だった琵琶湖のことをもっと知りたい

と思い、研究の場に琵琶湖博物館を選ぶ。川や生き物に夢中になっている

人たちを観察しているときや、地域の大先輩たちに体験談を聞かせていた

だいてるときが一番楽しい時間。 

学芸員としての経験を活かし、人と地域と博物館、暮らしと自然をつなげ

るお手伝いをしている。 

 

 

山岸 理恵（やまぎし りえ）／福井県土木部河川課 ダム建設管理・

足羽川ダム対策参事 

滋賀県のお隣から来ました、福井県の土木系職員です。平成７年４月に福

井県庁に入庁し、様々な事業を経験しましたが、平成１６年７月の福井豪雨

以降、河川行政に従事する機会が多くなり、特に令和２年からは流域治水

の取組みをいかに広げるか、市町等とともにその仕組みづくりに力を入れ

てきました。 

流域治水に関わってきたため、瀧先生のご講演や令和５年の福井でのイ

ベント「ミズベリング越前若狭ネイバーズ」への参加等のご縁もあって、今回

このフォーラムに参加することとなりました。福井では、川づくりに取り組

む団体さんが少ないので、今日はキラリと光る活動について色々と学びた

いと思っています。 
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８．グラフィックファシリテーター＆実行委員会 

（グラフィックファシリテーター） 

 あるがゆう 

大阪生まれの宮崎育ち。現在は東京在住。グラフィッカー歴 7 年目。 

原体験から「自分の考えや意見を伝えることって、実は簡単なことではな

いかもしれない」という違和感を持ちながら、グラフィックファシリテーターと

して”らしく在れる場づくり”を探求中。研修やワークショップ等の、設計から

当日のグラフィックまでを担う。 

・趣味が高じて、ビアソムリエの資格を取得。 

・共創型ビジュアルプラクティショナー養成講座 1 期修了。 

・CULTIBASE SCHOOL ファシリテーション型マネジメントコース 1 期

修了。 

 

 永阪 佳世（ながさか かよ） 

滋賀県出身。社会福祉士として児童福祉や教育分野の仕事に携わる。ま

た、多様な人が集まる場で立場に関わらず、納得感をお互いに作り合えるよ

うな場を作りたい思いから、話の見える化(グラフィックレコーディング、グラ

フィックファシリテーション)での対話の場づくりを実践中。 

まちの未来を考える住民対話や、大学生の学びの場などをサポート。 

 

 

 

（ホワイトボードファシリテーター） 

 

辻 光浩（つじ みつひろ）／滋賀県土木交通部流域政策局 局長・「奥

村堤」の会 広報部長 

滋賀県東近江市、愛知川沿い在住。滋賀県職員。 

子どもの頃から愛知川をフィールドに活動。地域住民で構成する『「奥村

堤」の会』広報副部長。年 5 回、愛知川堤防の清掃・点検を実施し、川の中か

ら川の外を見て気付いたことを発信しています。滋賀県庁入庁後は、主に河

川や琵琶湖に関する計画策定に従事。土木技術系職員。 
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（実行委員会） 

 

 
 
 

 

 

 

北井  香（きたい かおり）／NPO 法人まちづくりスポット大津 

マネージャー 

奈良県山添村出身。各地の水害履歴調査の経験から 2008 年に流域治

水検討委員会（住民会議）に参加。翌年、住民会議を母体とした淡海の川づ

くりフォーラム実行委員会を発起し、実行委員長に。仕事では市民活動の支

援を行う中間支援団体に勤務。地域の良さを前向きに活かす活動、発信、取

り組みを応援したい。 

委員長代理 瀧 健太郎(たき けんたろう)／滋賀県立大学 教授 

 

 

 

 

川の日（7 月 7 日）生まれ。大学院修了後、民間企業を経て滋賀県庁勤務

（18 年間）ののち現職。河川・流域政策の実務を長年にわたって担当した

（淡海の川づくりフォーラム第１回～第６回まで事務局）。数多くの川や人と

の様々な出会いを通じ、川の魅力に取りつかれている。また、どんな川であ

っても、地域に愛される川こそが“いい川”だと信じている。 

 

委員長代理 一伊達 哲(いちだて さとる)／滋賀県総合企画部 DX 推進室課 

 県職員。入庁以来、ずっと県庁内システムの開発や福利厚生などの内部事

務をしていたのに、平成 25 年に流域政策局に異動して以来、人生設計が狂

って民間の皆さんと協働する仕事に携わる。意外なことにこれが性に合って

いました。平成 25 年から 28 年まで淡海の川づくりフォーラムの県担当

者、異動した後もフォーラムの仲間に入れてもらって楽しませていただいて

います。現在は DX 推進課地域 DX 連携推進室長。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実行委員会(流域治水検討委員会(住民会議)) 

滋賀県の流域治水基本方針の策定に向けた「水害から命を守る地域づくり県民宣言」を提言した、

流域治水検討委員会（住民会議）の中から、「住民が次の年も活動するのに元気が出るような場を 

つくろう」との議論があり 2009 年に発足。 

委員長 
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本会場・テーブル選考会場 

テーブル選考会場
（502,503） 

スタッフ・選考員控室 

（504） 

昼食会場（多目的室 1） 

９．現地会場 フロア全体図 （草津市立市民総合交流センター （キラリエ草津）） 

〇全体会 会場（開閉会、全体発表、全体討論時等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇テーブル選考会場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
ー
ブ
ルC

 

選
考
会
場 

テ
ー
ブ
ルB

 

選
考
会
場 

502 
会議室 

503 
会議室 

扉 扉 
全体会場 

・ 
テーブル A 
選考会場 

６階大会議室 

扉 扉 

（
前

方
）
 

（
後

方
）
 

６階 ５階 
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10．参加団体活動概要 

A-1 TANAKAMI こども環境クラブ  

活動のキーワード 

①  流速調査 ② 生き物調査 ③ 農業家の方のお手伝い 

発表内容 

夏休みに、降雨量と河川の流速の関係を調べました。気象庁の記録と地域の実際の雨の様子に少し

違いがあることに気づきました。天神川では、大雨の翌日は水量が多く、２日目以降は急激に減る傾向

が見られました。生き物調査では、大戸川の下流に行くと魚の種類が変化すること、水路にも多様な生

物がいることが分かりました。農業の方々と川ざらえにも参加し、水路の役割や地域の自然とのつながり

を実感しました。雨と川、生き物の関係を通して、地域の環境のしくみを学ぶことができました。 

活動中の川や水辺の名称 

大戸川  天神川  水路 

活動内容 

田んぼの生き物調査、カヤネズミ調査、川の生き物調査 

みんなに来てもらいたいイベント 

・5 月 17 日 田植え 

・5 月 24 日水路探検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-2  京都産業大学現代社会学部鈴木ゼミ 

活動のキーワード 

① 京都丹波の鮎  ② 子どもたちへの発信 ③ ブランディング戦略  

発表内容 

① 私たちは「京都・丹波あゆ街道」に取り組む際、大学生ならではの視点を大切にしている。特に「鮎」

の魅力を広く知ってもらうため、私たちが企画したシンポジウムや出展者として参加したイベントでは、

子どもたちを主な対象とした。 

② 鮎関係者にヒアリングを行い、鮎と暮らしに関する冊子（20 ページ）を作成中 

③ 子どもへの手法として、塗り絵、クイズ、釣りゲームなどの遊びの要素を取り入れることで、子どもが

「鮎」へ興味を引きやすいよう工夫をした。 

④ 「京都丹波の鮎」の魅力を広く伝えるために Instagram での発信に注力をした。これまで約 100

回投稿し、「鮎」、「食」、「自然」、「紹介」、「ゼミ」など 5 つのジャンルを曜日ごとに発信するなど、多くの

人に見てもらえるよう工夫をした。 

活動中の川や水辺の名称 

桂川・由良川（美山川・和知川） 

活動内容 

京都丹波の「あゆ」発信！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-3  野洲川クリーン活動 

活動のキーワード 

① 清掃活動 ② 人の縁 ③ まちのコイン 

発表内容 

私は、今年 4 月に野洲川河川レンジャーの根木山さんの協力を得て、初めて清掃活動を募集、主催し実

行しました。 

その参加者の中で、お二人を会員にお誘いし、「野洲川クリーン活動」というグループを立ち上げ、守山

市の令和 7 年度さんさんまちサポ助成金に申請し、受理されました。 

ここまで来れたのは、一つにはピエリ守山で開催された第 15 回淡海の川づくりフォーラムを一般傍聴し

に行き、そこで「日野川流域まもり隊」の一人から活動を立ち上げられた経緯を知り、自分もそれまで、一

人で野洲川のゴミ拾いをしたり、色々な団体の清掃活動に参加していたのですが、野洲川を綺麗にするに

は人を集めないと駄目だと考えグループ作成にいたりました。 

 

まちのコインでは、知名度を上げるために野洲川に関係なく、まちのクイズで出題を頻繁にしております。 

活動中の川や水辺の名称 

野洲川の落差工から河口部まで 

活動内容 

野洲川河川清掃とまちのコインでの広報をかねたクイズ作成 

みんなに来てもらいたいイベント 

・11 月から 3 月までの期間（まだ開催日は未定） 

・「第 2 回野洲川クリーン活動」 

野洲川左岸の落差工から川田大橋の間の令和 7 年度 2 回目の堤防法面の除草工事が終わりまし 

たら、堤防法尻にゴミが溜まっているので、清掃活動を実施したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-4  子どもが遊べる川づくりプロジェクト 

活動のキーワード 

① 身近な小河川  ② 水生生物調査  ③ 指標生物による水質調査 

発表内容 

子どもを中心として、地域の身近な川の水生生物を観察し、その中にいる指標生物を調査すること

で、川のきれいさを調べて知る活動の支援を、当プロジェクトは長年続けてきました。子ども達が小さな

生き物観察の面白さを知って興味を深め、年ごとに変わっている水辺の生態系を実感することから、身

近な川を守り大切にする意味を伝えたいと考えています。 

活動中の川や水辺の名称 

大宮川、吾妻川、三田川 （大津市内） 

活動内容 

川の生き物調査と指標生物による川の水質の判定、パックテストなどから、川のきれいさを調査する 

みんなに来てもらいたいイベント 

・時期未定。 

・大宮川の生き物調査、琵琶湖の生き物調査（おおつ環境フォーラム主催のイベントで、当プロジェクトが

関わっている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-5  田村川わくわく探検隊 

活動のキーワード 

① 在来種保護 ② 産業廃棄物最終処分場問題 ③ 川がつなぐ輪 

発表内容 

滋賀県甲賀市の田村川で活動しています。 

長年、各地で淡水魚の観察をしていると、田村川は数少ない絶滅危惧 II 類のアジメドジョウ(G タイプ)

の多産地でかつ在来種が豊富な川だという事が分かります。希少な魚を守るため、近年は地域住民の方と

観察会をしたり、コクチバスの駆除活動、ゴミ拾い等をして川好きな人の輪を広げています。 

現在、川の間近で最終処分場の計画があるため様々な心配がされていますが、川の魚もこの景色も、川

遊びの場所も、未来の子ども達に残すためにはどうすれば良いのかを皆で考え続けています。 

モットーは、楽しく、ゆるく、大人も子どもも夢中になる川遊び。 

皆さんも一緒に田村川の魚たちに出会ってみませんか。 

活動中の川や水辺の名称 

 滋賀県甲賀市土山町南土山集落 

活動内容 

下流から上流にかけて歩きながら川魚の採取・観察、ゴミ拾い、交流お茶会など 

みんなに来てもらいたいイベント 

・月に一度程度、土日がメインの不定期の活動です。冬場の活動は相談中です。 

・参加、ご興味ある方は、グループ LINE 等で活動日をお知らせします。お気軽にお声がけ下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-1  玉一アクアリウム 

活動のキーワード 

① 明石川と共に生きる ② 川は私たちで川る ③ 私たちも川で川る 

発表内容 

 私たち玉一アクアリウムは、１年を通して週に１度以上は明石川水系で川の中に入って調査をし、生物多

様性保全活動として、外来種の駆除と在来種の保護をしています。 

 私たちがずっと活動を続けてきたので明石川が更に在来種でざわめく川に変わってきました。 

 それと同じく明石川のおかげで環境や生き物に対する強い思いや、仲間をお互いに思いやるやさしい気

持ちが芽生えるなど、私たちも変わることができました。 

活動中の川や水辺の名称 

二級河川 明石川（明石川水系） 神戸市西区玉津町 

活動内容 

明石川水系の生物多様性保全活動 

みんなに来てもらいたいイベント 

・毎週土曜日か日曜日 

・明石川水系の生物調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-2  後藤潤一郎 

活動のキーワード 

① 魚大好き ② 水辺が大好き ③ 食べるの大好き 

発表内容 

僕と生き物をテーマに大好きな魚と水辺、そして魚を食べることを発表します。 

活動中の川や水辺の名称 

琵琶湖・野洲川・田んぼ 草津市集落付近 

活動内容 

水辺で楽しく遊びながら学んでいます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-3  成安造形大学 鯉する伊庭っこ 

活動のキーワード 

① 鯉食文化調査 ② 伊庭町の水辺の暮らし調査 ③ お土産パッケージデザイン 

発表内容 

 私たちは、地域の見えない魅力を発信する商品を開発する大学の活動にて、滋賀県東近江市伊庭町の

水辺での暮らしに着目し、伊庭町の水辺の暮らしを針江地区との比較も含め調査した。その中で鯉と共存

し食す文化が地域の魅力として注目してもらえるのではという仮説を立て、鯉料理の「煮付け」を食べやす

い麩菓子に変えたファミリー向けのお土産のパッケージをデザインし、マルシェにて品評会を行った。  

活動中の川や水辺の名称  

能登川町付近の瓜生川と伊庭内湖 また、東近江市伊庭町の水郷景観にある水路やカワト 

活動内容 

企画デザインの勉強と開発。また地域のアートプロジェクト活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-4  ぼてじゃこトラスト 

活動のキーワード 

① 魚つかみ文化 ② 次世代 ③ つなぐ 

発表内容 

本会は１９９６年に設立で来年３０周年を迎えます。組織は大きく分けて魚類調査・研究、イチモンジタナ

ゴ野生復帰を行うトラスト会員（大人）、親子自然体験活動を主に行うワンパク塾（親子）があります。イチモ

ンジタナゴは滋賀県で絶滅危惧種であり、専用の池で繁殖を行い、専門家の指導の下、魚類学会放流ガイ

ドラインに従って、復元放流を実施しています。活動する中で観察会・環境学習の指導、地域支援活動の支

援を行っています。ワンパク塾では滋賀県内で定期的に魚捕り・釣り等を行い、親子で自然を体験し、親し

んでいます。また、スポンジエイジ活動にて幼児に魚に親しんでもらう、他団体への支援活動を行っていま

す。 

活動中の川や水辺の名称  

ぼてじゃこ池：大津市瀬田  溜池：大津市大石、新免、伊香立、 

用水路：大津市葉栗  川：高島市和田打川  琵琶湖：宮ヶ浜 

活動内容 

イチモンジタナゴ繁殖・放流、魚類調査・研究、自然体験教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-5 BIWAKOTORI 

活動のキーワード 

① 琵琶湖の流木 ② 流木処分の現状 ③ 琵琶湖の流木の可能性 

発表内容 

流木と言えば海のもの、というイメージがあるかもしれませんが、実は琵琶湖にもたくさんの流木が存在

します。琵琶湖を囲む山々の木々が、自然災害や伐採などで倒され、川を流れ湖面を漂い、長い年月を経

てやがて湖岸に漂着します。 

琵琶湖の流木には、自然界の壮大な背景や神秘的なパワーが秘められ、ひとつひとつの存在が正に唯

一無二であり、その利用価値に新たなる可能性を感じております。しかし琵琶湖の流木は、地域住民の

方々にとっては厄介者で、その処分に多くの課題を抱えているのが現状です。 

そのような琵琶湖の流木の「二面性」について皆様にお伝えできればと思っております。 

活動中の川や水辺の名称  

彦根市 

活動内容 

琵琶湖の流木をアップサイクルしたバードアスレチックや雑貨の製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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B-6 滋賀県立伊香高等学校 森の探究科 

活動のキーワード 

① 森・川・里・湖のつながりの探究 ② 森林の多面的機能の探究  

③ 地域資源（自然・人）を活用した教育 

発表内容 

伊香高校の「森の探究科」は、令和 7 年 4 月に創設された新学科です。この学科では、伊香高校がある

旧伊香郡（高月町、木之本町、余呉町、西浅井町）周辺の地域資源を生かした教育をめざしています。この

地域では木材や木炭の生産、木籠づくり、養蚕など森の恵みを活かした生業、文化が形成されてきました。

また、森と農地（里）と琵琶湖が近い距離にあり、それらのつながりを体感しやすい地域でもあります。 

このような自然環境、歴史・文化、そしてそこで生計を立てている人々を先生・教材として、体験や人々と

の交流を重視した教育を進めようとしています。まだ創設されたばかりで、実績は少ないですが、これまで

の経緯や展望についてご紹介したいと思います。また、近くを流れる高時川の長期濁水調査の経緯につい

てもご報告します。 

活動中の川や水辺の名称 

高時川 、大浦川 、琵琶湖 

活動内容  

森・川・里・琵琶湖のつながりを意識したフィールド調査、探究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-1 あおむしくらぶ 

活動のキーワード 

① 十禅寺川とそこに棲む生き物たちを守る ② 地域の暮らしと十禅寺川の繋がり 

③ 子供も大人もイキイキと！ 

発表内容 

あおむしくらぶは身近な生き物に親しむことで、自然や生き物と共に生きること!!をテーマに活動してい

ます。 

通常は、虫など陸の生き物を観察しています。その中で出会ったのが「十禅寺川」です。最も身近にある

川ですが、日常その存在に気付かないほど無関心でした。 

しかし、意識をして見てみるとゴミが多い。綺麗な川ってどういうことだろう？生き物を守るとは？という

視点から新たに発足したあおむしくらぶの川部門「十禅寺川いきもの調査隊」について発表します。 

活動中の川や水辺の名称 

十禅寺川 草津市 南笠町、矢橋町 老上小学校付近 

活動内容  

生き物調査、水質チェック、ゴミ拾い、講師を招いての勉強会、啓発活動 

みんなに来てもらいたいイベント 

・2026 年２月 21 日(土） 

・第 6 回十禅寺川いきもの調査隊～冬の調査～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-2 サテライトサークル しらみね大学村 

活動のキーワード 

① 水源地域振興 ② 関係人口 ③ 大学生・外部住宅 

発表内容 

「しらみね大学村」は、大学生が年間を通じて白峰に滞在することによって、白峰地域全体の振興や地域

機能維持を図ることを目的に活動している学生団体である。大学生が関係人口として頻繁に訪れ、地域の

困りごとについて解決を図っているほか、イベントへの積極的な参加や協力およびイベントの企画運営につ

いてそれぞれ実施している。 

白峰地域の属する白山市は、市内全域が「白山手取川ジオパーク」として認定されている。このジオパー

クにおいて、ジオストーリーの源泉ともなる水源地域をさらに盛り上げ、ジオパークに関わるあらゆる活動

に弾みをつけたいと考えている。 

活動中の川や水辺の名称 

石川県白山市白峰地域  (手取川流域) 

活動内容 

大学生による水源地域振興 

みんなに来てもらいたいイベント 

・雪だるま 2025 (雪だるままつり) 

・白峰地域で行われる祭りの 1 つ。各家が住民の数だけ雪だるまを作るなど、雪深い白山周辺地域だ

からこそ開催できるユニークな祭りである。しらみね大学村も祭りの開催にあたって屋台を出展するな

ど、地域をより盛り上げられるよう協力していく所存である。 

 

 

 

 

 

 

 
よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-3 淡海を守る釣り人の会 

活動のキーワード 

① 清掃活動 ② 水辺の小さな自然再生 ③ 安全啓発（ライフジャケット着用啓発） 

発表内容 

平成 28 年度に初めて本フォーラムに参加し、「マザーレイクフォーラム賞」を頂戴したことから「淡海

を守る釣り人の会」という団体名が生まれ、今年度で９年目です。 

「釣り人による清掃活動」は本年 12 月に第 35 回を迎え、令和元年度に締結した県・守山市・セブン-

イレブン記念財団との連携協定に基づく「滋賀セブンの森」の取組は、本年 10 月に第 13 回を迎えまし

た。また、活動エリアは宇治川、淀川と下流域にも広がり、清掃活動以外にも、水辺の小さな自然再生、

ライフジャケットの着用啓発、環境学習、釣り体験教室など、取組にも幅が出てまいりました。 

本フォーラムへ参加を機に生まれた当会の“今の取組”をご紹介します。 

活動中の川や水辺の名称 

琵琶湖 、瀬田川 、宇治川 、淀川 

活動内容 

湖岸や河川敷の清掃活動、水辺の小さな自然再生、ライフジャケット着用啓発、釣り教室など 

みんなに来てもらいたいイベント 

・６月中旬、１０月下旬 

・琵琶湖の保全再生や地域振興を目的に、県・守山市・セブン-イレブン記念財団・当会の四者で連携協

定を締結しており、年２回、「滋賀セブンの森」と題して清掃活動や水辺の小さな自然再生に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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C-4 小さな自然再生ネットワーク 

活動のキーワード 

① ホタルの生息域の拡大 ② 出来ることからコツコツと 

③ わからないことは専門家に頼る！ 

発表内容 

1.カワニナの生息条件をもとめて 

 カワニナは何を食べているの？専門家への問合せ結果 

 カワニナが住み着く？バーブの試作と観察結果 

2.1 回/月の川あるきでわかったこと 

 魚が増えた！ 

3.川の生き物調査でわかったこと 

 野洲川からブラックバス、アユが流れ着く？ 

 環境 DNA の調査結果 

活動中の川や水辺の名称 

中の井川 JR 京都線～大宝小学校～南橋公園まで 

活動内容 

1 回/月の川をあるく。2 回/年の川の生き物調査 

みんなに来てもらいたいイベント 

・毎月第 3 土曜日か第 3 日曜日。6 月上旬＆11 月上旬 

・1.川をあるく 

 川の魚や水生生物の観察。 ホタルの生息域を拡大するための条件整備。 

 川のゴミの回収 

2.川の生き物調査 

 魚や水生生物の調査。 

ホタルの生息域を拡大するための条件整備 
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C-5 北川を遊べる川にする有志の会 

活動のキーワード 

① 越境 ② 魚道設置に向けて ③ いつかイクラ丼 

発表内容 

滋賀県を源流に福井県小浜市に流れる北川。行政区をまたいでいることで、以前は、アマゴの放流など

川の生き物を無視した施策がされていたこともあった。県境を越えて地域の人がつながって、再びサクラマ

スが遡上する川になるように、そしていつかイクラ丼が食べられることを夢見て楽しく活動しています。 

活動中の川や水辺の名称 

北川水系 熊川・天増川・椋川 

活動内容 

専門職の助言を得ながらバーブ工や魚道設置に向けた準備、河川環境の改善 
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